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チバ ユウサク

Q１帯広市の暮らしやすさ・魅力

Q２おすすめエリア・お店

Q３休日の過ごし方・趣味

まち全体が比較的平坦で、自動車や自転車での移動に最適化
された構造（道幅が広く、商店等の駐車場が大きいなど）と
なっているところに暮らしやすさを感じます。
また、公園が多いことや、アウトドアアクティビティを楽し
める場所がいくつもあるところが魅力ですね。

帯廣神社によく行きます。静かな境内の中に厳かな空気が流
れていて気持ちをリセットできますから。

休日は、朝10時頃に起きて、昼ご飯を食べた後、午後イチか
らベッドで横になって漫画・小説などを読みながらダラダラ
して気付いたら夕方まで昼寝してますね。読書×昼寝が一番
の娯楽です。
春から秋にかけては、気が向いた時に走ってますね。

2002年～ 百年記念館
2005年～ 職員課（当時）
2010年～ 農政課
2016年～ 企画課
2021年～ 現所属

管理職

先輩職員インタビュー ７

Q１所属部署の主な業務内容

Q２管理職としての工夫

Q４帯広市で働くことの魅力

人事課の名前が示すとおり、人（職員）にまつわる幅広い事
柄を取り扱っていますが、職員の労働条件や福利厚生に関わ
る仕事と給料支給に係る確認事務などが主な業務です。
ちなみに今年の決裁件数を確認したところ、月平均で549件
でした。

人事課の業務の性質上、色々な意味で重たい仕事が多いので、
職場の雰囲気を明るくできるようにするため、質問に対して
真面目に返さないことを心掛けていますね（最終的には真面
目に答えています）。

市のスタンスとも重なりますが、新しいことにチャレンジす
る人が多いと感じます。そういった人々と協力して何かを始
められる時のワクワク感は魅力ですね。

Q３マネジメントの面白いところ、難しいところ
自分がプレイヤーでは無い中で、こちらの働きかけ次第で、
プレイヤーだった時の自分では見つけられなかったアイデア
や行動が部下職員から出てきた時には面白味を感じます。
難しいところは、ほぼ全てですね。簡単ではないですよ、
やっぱり。


